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#20-17 

【９月１日～１５日】 

〔モルドバの報道をもとに作成〕 

令和２年９月１８日 

在モルドバ大使館 
 

【主な出来事】 

●ツレア外相はブリュッセルを訪問し，ＥＵ及びＮＡＴＯ関係幹部等と一連の会談を行った。 
●公共衛生特別委員会は、９月１５日までの期限とされていた「公共衛生緊急事態」を９月３０日まで延長し、各種規制

措置を同日まで維持することを決定した。 

 

１．内政 

▼今年度予算修正法案の採択 

・１１日、モルドバ議会は２０２０年度予算修正法案を可決。

本件につき財務省は、新たな協力案件を受領見込みのＩ

ＭＦからも了承を得た内容であると発表した。これに対し

て野党側は、今次修正は１１月１日の大統領選挙を睨んだ

ものであり、国内治安強化措置等に予算増額がみられる

一方、保健や年金分野等への減額等が懸念される旨主張

した。 
新型コロナウイルス関連 

▼雇用における新型コロナウイルスの影響 

・8 日、国家統計局は、今年第2 四半期に新型コロナウイ

ルスの影響により、雇用形態に何らかの影響（テレワーク

の導入、勤務時間の短縮等）があった者は２１７千人であ

り、その内７％が失業したと公表した。 

▼公共衛生緊急事態を９月３０日まで延長 

・１１日、公共衛生特別委員会は、現在の当地における新

型コロナウイルスの感染状況を踏まえ、９月１５日までの期

限とされていた「公共衛生緊急事態」を９月３０日まで延長

し、各種規制措置を同日まで維持することを決定した。 
・１４日以降、入国規制措置については、レッド・カテゴリー

に属する５４の国（日本は含まれない）から直接又はトラン

ジット経由でモルドバに入国する場合は、健康調査票へ

の記載及びその後の 14 日間の隔離措置が課される。 
・レッド・カテゴリーに分類される国には、隣国のウクライナ、

ルーマニアの他、西欧諸国ではスイス、ベルギー、スペイ

ン、オランダ、オーストリア、フランス、ポルトガル。 
▼９月１５日現在の感染者４３７３４名 
・９月１５日時点の新型コロナウイルス国内感染者数は計４

３７３４名、死者は１１４４名となった。 
２．外政 

▼ツレア外相のブリュッセル訪問 

・９～１１日、ツレア外相はブリュッセルを訪問し，ＥＵ及び

ＮＡＴＯ関係幹部等と一連の会談を行った。 
３．経済 

※１ドル＝１６．６２レイ（9月15日モルドバ国立銀行レート）で計算 

▼８月の外貨準備３３．９億ドル 

・２日、国立銀行は、８月の外貨準備が３３．９億ドルで、２０

１９年末より３．３億ドル増と公表した。増加理由は、商業銀

行による外貨購入、各種無償や有償の海外支援など。 

▼トルコ企業による道路改修受注 

・４日、トルコ企業ANT INSAAT MADEN SANAYI A.S.社

は、モルドバ国内の３つの国道総延長３６．５ｋｍの修復の

ため、３６４．１百万レイ（２１．９百万ドル）の契約を受注し

た。これは総額８０百万ドルの世銀地方道路改善プロジェ

クト内の一部として実施され、工事は１８ヶ月で完成予定。 

▼基本金利２．７５％に引き下げ 

・１０日、国立銀行は、デフレ圧力と貸付促進のため、今年

４度目の利下げ（０．２５％）を決定した。基本金利は、２．７

５％。 

▼干ばつの中での収穫は国内需要を満たす 

•１４日、キク首相は、干ばつにも係わらず、今年の収穫は

内需を満たす旨述べた。同首相によれば、国内の小麦需

要は３５万トン、収穫は６３万トンある。 

トウモロコシの国内需要は７０万トン、収穫量は８０万ト

ン。ヒマワリの種の収穫量は４０万トンで、国内需要を満た

す。 

▼２０２０年第２四半期のＧＤＰ 

・１５日、国家統計局は、２０２０年第２四半期の GDP 総額

が４４６．２９億レイ（２６．８５億ドル）であると発表した。 

経済協力 

▼ＩＦＡＤによる融資と無償資金供与 

・３日、政府は IFAD とのプロジェクト「農村地域変革のた

めのキャパシティービルディング（IFAD Ⅷ）」を承認した。

同プロジェクトでモルドバは１８．９百万ユーロの融資と５．

５百万ユーロの無償資金を受領する。 

・資金は、零細企業家、若手起業家、女性の投資に加え、

気候変動適応のための措置導入に利用される。 

▼ＥＵによる支援 

・１０日、議会は EU からの１億ユーロのマクロ金融支援を

批准した。 最初のトランシェの５０百万ユーロは無条件で

供与されるが、2 番目のトランシェからは、良好なガバナン

ス、汚職撲滅、ビジネス環境改善などの条件が課される。 

４．各種統計 

▼２０２０年第２四半期の平均名目賃金 

・２日，国立銀行は、２０２０年第２四半期の平均名目賃金

が７，８４９レイ（４７２．２６ドル、前年同期比７．５％増、今年

前期比２．８％増）に達した旨発表した。 

 各業種の平均名目賃金は以下のとおり。 

IT・通信１８，５２８レイ（１，１１４．８０ドル） 
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金融サービス１４，３６８レイ（８６４．５０ドル） 

エネルギー１２，６３８レイ（７６０．４０ドル） 

保健・福祉８，４７２レイ（５０９．７４ドル） 

教育７，０１５レイ（４２２．０８ドル） 

商業６，９７８レイ（４１９．８５ドル） 

農業４，９９４レイ（３００．４８ドル） 

▼２０２０年第２四半期の労働力と失業率 

・４日、国家統計局は、２０２０年第２四半期の労働力が８

５．７万人で、前年同期比９％減と発表した。 

・内訳は、農業２１．９％、工業１４．７％、建設業７％、サー

ビス業６０．７％。民間部門での雇用者は全体の６９．６％。 

・失業率は４．２％（前年同期は４．５％）。 

▼８月時点の年間インフレ率３．４５％ 

・１０日、国立銀行は今年８月時点の年間インフレ率が３．４

５％を記録したと公表した。 

・内訳は食品７．５９％増、サービス２．１３％増、非食品０．

０４％減等。 

▼２０２０年７月の貿易統計 

・１５日、国家統計局は、今年７月の輸出総額が２０９．２百

万ドル、対前月比１０．２％増、対前年同月比５％減だと発

表した。今年１～７月の輸出総額は、１４億ドル、対前年同

期比１２．８％減。 

・今年７月の輸入総額は４９６．５百万ドル、対前月比２０．

２％増、前年同月比０．５％減。今年１～７月の輸入総額は

２９億ドル、前年同期比１２．６％減。 

・今年１～７月の日本への輸出総額は、１．２５百万ドル、

前年同期比２３．０６％増。同1〜７月の日本からの輸入総

額は、２９．４５百万ドル、前年同期比８．６７％増。 

５．日本関連 

▼円借款「農業機械・設備近代化計画」及び一般文化

無償「国立図書館デジタル化機材整備計画」Ｅ／Ｎ批准 

・１０日、モルドバ議会は円借款「農業機械・設備近代化計

画」及び一般文化無償「国立図書館デジタル化機材整備

計画」の両国間で署名された E/N を批准した。 

 

（了） 


